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看護学灘 教授 新 開 淑 子
本年8月IEin付 けで教授 に昇任 し精神保健 看護
学 を担 当す るこ とに な りました。 平成11年4月1
Hに 旭川医科 大学 に赴任 して以 来、格 別の御指 導
と御厚情 を賜 り誠 にイf難うござい ま した。心 か ら
厚 く御 礼 中 し上げ ます とともに、今後 ともどうぞ
よろ し くお願 い致 します。 この機会 をお借 りして
自己紹介をかね就任の ご挨拶 をさせていただ きます。
まず 簡単 にこれ まで の経歴 を述べ ます 。私 は北
里人学 看護学 部 を+_後 、北里 大学東病 院精神神
経疾患治療セ ンターで看護師 として臨床経験を積み、
北里大学 大学 院看護学研究 科,さ らに医学研 究科
に進学 し、 看護学修 上,医 学 博 上の学位 を取 得 い
た しま した。 また両研 究科 進学 の間に佐 賀医科大
学で教育研究 を行ってきました。私 は福 岡県出身で、
これ まで 関東以北 での生活経 験が ない ため、旭 川
の冬のfr-.活には戸惑いや躊躇等多々あ ったのですが、
慣れ や諦めの 効力 と研 究室か ら見える雄大 な大雪
山系 の癒 し効 果 によって何 とか乗 り越 える ことが
できた ように思 い ます。
次 に これ まで行 って きた主な研究 につ いて ご紹
介 します。 米 国精神 医学 会 が作成 して いるDSM
(DiagnosticandStatisticalManualforMental
I)isorders)に1980年 、総合的な視点 か ら多 面的 に
ひ と りの 人間 を捉 える ため5次 元か らな る多軸診
断 が導人 され ま した。我 々は この第2軸 のパ ー ソ
ナ リテ ィをアセ ス メン トす る ツー ルの ・つ として
国際 的 に高 く評価 されて いるMMPI(Milulesota
MultiphasicPersonalityInventory)に 関す る研究
に取 り組ん で きました、,その中で も特 に1989年 に
大幅 に改訂 され、現代 の社会状 況 にあわせて作 成
され たMMPI-2の 有効 妥'1i性 に関 して、正常 成人
を対象 に様 々 な角度か ら検 討 を行 い ま した,,そ の
結 果MMPI-2は オ リジナルMMPIと 同程 度に信 頼
性が 高 く、 またオ リジナルMMPIと 同 ・概 念を保
持 し、 これ まで オ リジナ ルMMPIで 保証 され てい
た心 理学 的測定道 具 と しての特性 を損 な うもので
はないことが明 らかにな りま した。
また本来MMPIのBasicSca且esはKreapclin,E
の精神病理 学 に基づ き、精 神疾患 の鑑別 を[1的 と
して作成 され たため、実際 の医療 の場 でその有 用
性 を検 討する必 要があ りました,,我 々は これ まで
統合失調症(精 神分裂病),て んか ん,ア ルコー ル
依 存症,摂 食障 害者 を対敦 に検 討 を行 った結 果、
その有用性が高い ことを確認す ることがで きました。
さらにMMPI・2で はこれ までのBasicScalesに
加 え新 しくContcnlScalesとSupplementary
Scalesが 導入 され、 これ ら尺度群 は被験 者のパー
ソナ リテ ィ傾向 や不適応 程度,発 現 可能性の ある
臨床症状 とも符 合 し、臨床心 理学 的尺 度 として有
用で ある こ とが確 認 されてい ます ので、今後 は臨
床 場面 で出会 うこ との多 い、不安障 害,発 達過 程
に関連 した障害,人 格障 害,抑 うつ,統 合 失調症
な どに関連 した諸 問題 をパー ソナ リテ ィ側面か ら
探 求 してい きたい と思 ってい ます。 また最近、 臨
床 心理学 分野 の研究者 た ちの問 でMMPI-2へ の関
心 が高 まってい ます ので 、彼 らとの共 同研 究 を通
して さ らな る臨床研 究 を深 め、国際 間におい て 互
いに影響 を与 えなが ら積み 重ね られ る研 究 となる
よ う努力 してい きたい と考 えてい ます。
最後 に精神保健看 護学の教 育について述べ ます。
現代社 会における 日常生活の急 激な変化や複雑化 ・
多忙 化が ス トレス要因 を増 大 させ、精神 的バ ラ ン
スを喪失 してい る人々が多 い中、精神看 護の果 た
す役 割 は ます ます 大 き くなってい ます。 その中 で
精神保 健看護学 に求 め られ る今 日的課 題は1》精神
疾患の疾病構造推移 によるニー ズの変化2)児 童期 ・
.4':!期の精神的諸問題へ の対応3)リ エ ゾン ・コ ン
サ ルテー ションサー ビス4)精 神保健福祉法への変
遷(病 院医療か ら地域 医療へ,保 健 と福祉 の統 合)
5)精 神科 コメデ ィカル職種 の台頭6)看 護教育 カ リ
キュラムの変容(BIO-PSYCIIO-SOCIAL3側 面へ
の総合 的働 きか けの 充実 と人間関係論 の重 視)で
あ る と言われ てい ます 。現在看 護学 にお いて もコ
アカ リキ ュラムが検討 されて い ますが、 これ らの
課題 を達成すべ くまた看護学 におけ る人間理解 が
深め られ るよ う教 育内容 の取 捨選択 を行 い、 教育
の充実 をはか りたい と思 っています。
まだまだ微力 非才で はあ ります が、職務 に 専心
努 力 して まい りたい とffじ ます ので、 今後 とも御









最近、「プロ ジェ ク トX」 とい うNHKの 番組 を
よ く見てい る,,番 組 はlll島 み ゆ きの 「地 ヒの 足」
のテーマ ソ ングで始 ま り、戦後 の成功 したい ろい
ろのプ ロジェ ク トにつ いて、実際 にそれ に関わ っ
た人たちを登場 させて、それぞれの経過 を紹介する。
取 りLげ られるテーマ は、突 っ張 り生徒 の集 ま
りの高校の ラグビー部 を全kl優 勝 させた熱血教師、
老旧化 して崩壊 しそ うにな った国宝 の金 閣寺 を博
生 させ た漆塗 りと金箔張 りの職 人た ち、世 界で始
め て 英語以外 の 「書語のn本 語 ワー プ ロを開発 した
電気 メー カーの開発チ ーム、20年 以 ヒにわた っ
てゴ ビ砂 漠 に100万 本 のポプ ラを植 えて緑 地化
したボ ランテ ィアチー ム、 また、北 海道 に因む も
の としては夕張 メロ ンをi国 的 なプ ラ ン ドに した
農 協のはな しな ど、いろいろある。
いずれのプ ロジェク トも道の りは'ド坦 で はな く、
幾 多のU/と 挫折 を くり返えすが 、最後 はハ ッピ
ーエ ン ドで終 わるか ら安心 して見る ことがで きる。
登場す る関係 音にはか な りの年令 に達 して いる人
もいるが、いずれ も表情が な ごやか で、すがす が
しく、 白信に満 ちていて 明る く、 この人 たちが生
きている限 りfl本 は まだ まだ安泰 ではな いか と思
って しまう。
我 々は 日常い ろいろの分野 で さ まざ まなプロ ジ
ェク トに関わ って いる,,学 生 な らば試験 を クリア
ーす るとか、スポー ツ大会で良い成績 をあげる とか、
医療 者な ら難 しい治療 を成功 させて患 者 さん を元
気で退院 させ るとか 、研 究者 な ら研究 を完成 させ
て論 文を 日標 の ジ ャーナ ルに載せ る とか、い ろい
ろあ ろう。 自分 も様 々な プロ ジェク トに関 わって
いるので、「プ ロジェ ク トX」 を見なが らプ ロジェ
ク トを成功 させ る秘 けつ は何 であ ろ うか、 いつ も
考えさせ られる、。
プ ロ ジェ ク トには大 きな もの もあれ ば小 さな も
の もあ る し、 自発的 な ものか ら他か らの指示 に よ
る もの、 あるいは義務 としてや らなければ な らな
い ものが ある,,ま た、規 模 も個 人 レベ ルか ら、 講
座 内、学 内、 国内、 国際 レベ ルに至 る まで さまざ
まな ものが ある。いず れの プロ ジェク トもまず は
調査か ら始め るが、 と きに は調 査 に長い時間 をか
ける こ ともあ る。 つ ぎにいつ までに何 を どこ まで
達 成す るか につ いて 目的 と日標 をた て、それ らを
実 現 す るため の計 画 を練 る。 計lllliの中 には方 法、
マ ンパ ワー、 費用 、時 間、場所 の ことな どを考え
なけれ ばな らないが、 これ らはいずれ も少な いほ
どよい。 そ して、 プ ロ ジェ ク トが完 了す る と成 果
を公 表 し、 評価 を受 け る。 評仙 の仕 方 もいろ いろ
で あ り、 大 き くは 自己 評価 と第三 者評価 が ある。
また、 プロ ジェク トに評価 が一一体化 して いる もの
もあ り、例 えば、 試験 な らば合格 ・不合格 、研 究
論 文な らば ジャーナルへの受 理 ・非受 理、 スポー
ツな らば順 位 な どで表現 され、成功 ・不成功 が即
判定 されるO
「プ ロジェ ク トX」 につ いて思 うこ とは、いず れ
の場 合 も 目的 と目標 が明確 であ り、 強い意志 と指
導 力 を持 った リー ダー と優 れた協力 者がい る、,そ
して、 、ン1ちはだか る難題 に対 して沈 若な分析 と冷
静 な判断が な され、優 れた知 恵 を発揮 して適 切な
計画がたて られ、強い意志 をもって実行する。 また、
プロ ジェク トチー ム内の連繋 が スムー ズで 、それ
を可能にす る こと として は登場 人物 のパ ーソナ リ
テ ィーが大 きい、,さらに大 事な こ とは、が んば る
人たち を応援 す る者た ちが いて、精神 面、技術 面
な どでい ろいろ応援す るが 、周 りの 人た ちのほん
の小 さな気遣 い が大 きな効 果を生 む こ と もあ る、,
例 えば 、先 の金 閣 芋の金 箔張 り職 人の場 合 には、
一 日中 疏って反 り返 って仕事 をす る夫 のた めに妻
が片fで ・liでほお ばれ る小 さなお に ぎ りを1二夫
す るエ ピソー ドがで て くるが 、そん な気遣 い も'`i
事者には勇気 を与 えるO
プロジェク トの達成、成功は当事 者のみではな く、
しばしば周 りのものにもやる気 と勇気 を起 こさせ る、,
また、個 人個 人の関 わるプ ロ ジェク トはた とえ小
さな もので あって も、 それ らの成功 の積 み重 ねは
大学全体 に耀 きをもた らし、世 間の評価 をあげる。
さまざ まな プロ ジェク トをいかに して効 率 良 く達
成で きるか、 その仕組 み を考える上 で 「プ ロ ジェ
ク トX」 に学ぶ ところは大 きい。
3
医療を築くお酒と会話 (第14期 卒業生)
長野県倣 総舗 院鰯 浅 野 克 則
卒業後 、大学 の医局の 人事 に縛 られず に全科 の
ロー テー シ ョン研修 を受 けたい、 しか も旭 川 と同
じよ うに雪降 る 自然豊か な地 域 に住 み たい と考 え
た私 は長野県の佐 久総合病 院 を研修先 と して選択
しました。
今か ら10年 前の こ とです。 自分の希催で他の病
院 に研修 に川た年 もあ ります が、 それ以外 はず っ
とこの病院で働 き続 けてきま した、
ここ佐 久 は長 野県 の東 部 に位 置 し、標 高は700
メー トル。 北 に浅 間ll1、 南 に八 ヶ岳を 望み ます。
軽 川=沢などの観光地 も近 く ドライブに は事 欠 きま
せ ん0佐 久総 合病院 はそん な中、 千曲川 のほ と り
に立つベ ッ ト数821床 の病 院です 。JAの 一部門 に
属 しますので 、旭川 の厚 生病 院 と同 じ位 置づ け に
な ります。
この病 院 は、r一防活動 も活発 で、 その歴 史は今
年の1月 にNIIKの プロジエ ク トXで も紹介 され ま
した。現 在、麻 酔科医 であ る私 も月に1回 は必ず
健康診断活勤 のため長野県内各地に出向 きます。
現 在の私の 主 な業務 は、ペ イ ンク リニ ック外 来
と予術 麻酔 です。仕事 以外で は、 も ともと陸 ヒ部
だった こ ともあ り、 ジ ョギ ング を趣味 と健康 を兼
ねて続 けてい ます。 最近 はフルマ ラソ ンを超 えて
山岳 マラソンやウル トラマラソンにはま りつつあ り、
健康促 進の域 を脱 し、却 って 身体 に悪 い ような気
も してい ます 。 しか し苦 しん で走 り切 った後 の爽
快 感 は何 もの に も代 え難 く、や め られ そ うにあ り
ませ ん(こ れって ランニ ング中毒か も)。
ところで、医師が医局の人事 に伴い、病院 を転 々
と移動 してい くのは、 半ば医療 界の常 識の ように
なつ て い ますが、 私の ようにひ とつの病 院 に長 く
腰 を落 ち着 け る と院内 に知 り合 いが多 くで き、 と
て も仕事が し易 くな ります 。他 の長期勤 務の 医師
との結 びつ きも強 ま り、紹 介や相 談 も気軽 にで き
ます。 これは患 者さんに とって も有益な ことです。
そ して 人間関係 は、一緒 にお酒 を酌み 交わす機
会が 多けれ ば多い ほ ど深 まる気が します(お 酒 っ
て重 要!)。 だか ら個 人的には、お酒の飲め る人が
好 きです 。勿論 、女性 も飲 め る人が いいです(私
・応既婚) 。
私の仕 事の ひ とつ、ペ イ ンク リニ ック外 来は主
に神経 ブロ ックに よ り痛 みの軽 減 を図 ります。 し
か し現 在 は痛 みの枠 を越 えて、顔 や手 の 多汗 症 、
赤 面症 な どの治療 も行 い ます。治療法 も単 なる局
所麻酔薬 やエ タノールに よるブ ロックのみでな く、
高周波 に よる神経凝 固や胸 腔鏡 を用 いての交感 神
経の切除手術 も行い ます。勿論、内服治療 も重要で、
慢性 痛 に対 して は、抗 うつ 薬や抗 不整脈薬 まで も
利川 します。
しか し、 どんな治療 も効を奏 さないケースも多 く、
施 行すべ き治療 法 が尽 きて しまう患 者 さん も少 な
くあ りません。
最近 、外 来 でブ ロ ック注射 以1=に 大切 なのは 、
患 者 さん との会話 だ と私 は感 じてい ます 。会話 を
通 して信頼 関係が 生 まれ 、こち ら も相 手 に対 して
親 しみ を抱 き、 この人の ためにがん ばろ う1と い
う気持 ちになれ るのです。 医療r.の トラブ ルが 訴
訟 に まで発展 す るケー スは、 多 くの場合 、会話不
足 が原因 と云われ てい ます。 インフ ォーム ドコ ン
セ ン トとは形式 上の ことであ り、 これ を超 え て患
者さんに愛 荘を感 じつ つ接す れば、それ が 白然 に
態度 とな って表 れるはずです,,
そ うすれ ば、万が ・不 ・}}な結 果が生 じて も訴 訟
にまで なるケースは少ないのではないか と思いますC,
会話 を交 えて 「患者 さん を好 きに なる」 これ こそ
が医療 者側 として大 切 と考 え ます、,勿論 、それ以
前 に確 固た る医療技術 と知識 を持 ち合わせ てい な
ければな らないことは云 うまで もあ りませ ん、,
歳 を とるにつ れて 月 日の経つ のが どん どん速 ま
ります。 思 うに、 これ は記憶 力 の低 下 に伴 って さ
まざまな体験 をして もそれが記憶 に残 らないため、
結果的 に時 間が 短 く感 じられ るのでは ないか と最
近 さび しい分析 を して納得 して い ます。学 生の皆
さん も今の うち に大 いに勉 強 してお き まし ょう。
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切 な体を献体 して くださっているのだから、実習
を真剣に行い、かつ今後の医学の勉強に役立たせ
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人 とその御遺族のご理解 と決意に、深 い感謝の意
を表します。
研究室紹介
生理学第1講 座 教授 高 井 章
当講座 は、昭和48年 の本学 開学 当初か ら昨
年3月 まで教授を務め られた黒島辰汎 先生(現
名誉教授)の もとに発足 、昨年IO月 に高井
が 名 占屋 大学 よ り第=代 教授 として着 任 し
ました。
現 メ ンバ ーは、教授1,助 教授1,助 手2,
事務官1の スタッフ5名 に加 え、院生2名(眼
科 か らの派遣1名 を含む)、 研究 員、研究 生
など共同研究 者3名(外 国人研究 員1名 を含
む)、 お よび医学研 究特 論 の学 生1名 の合 計
ll名 です。
現 在 、高 井 を中心 と した細 胞生理 学 グ ルー
プ と橋 本眞 明助教授 を111心 とす る温 熱 生理
学 グループ があ り、そ れぞ れ次 の ような テ
ーマについて研究 を進めて います。
細胞 生理 学 グルー プ は、視覚 遠近 調節 でお
な じみの 毛様体 筋 の収 縮 調節 メカニ ズムに
関す る研 究 を竃 気 生理学 と分 了生物 学 の両
面か ら進 めて い ます 。最 近、副 交感 神経 刺
激 に伴 って開 口 し収縮 持続 相 に必要 な細 胞
外か らのCa2+流 入 の経路 を形成 す る新 規の
陽 イオ ンチ ャ ネルの クロー ニ ングに成功 し
ました。 また、 プ ロテ イ ンフォス フ ァター
ゼ とそ の特異 的 阻害剤 の研究 を内外 の研 究
者と共 同 で行 ってお り、最近 は特 に、新 規
微 量 フ ォスフ ァターゼ群 の 同定 ・クロー ニ
ング と、そ れ らの酵素 の イオ ンチ ャネル開
閉調節 な ど生理機 能 にお け る役 割 に関す る
研究 に力 を人れています。
温 熱生理 学 グル ープは、 冬眠動 物 におけ る
脳 の代 謝物質 、脳血 流 に関す る研究 をお こ
な って い ます 。現 在、代 謝 関連 物 質の遺伝
r発 現 の変化 につ いて、 冬眠か ら覚 醒 に至
る まで の経時 変化 を追 う実験 を進め てい る
ところ です。 また 、人11炭 酸 泉浴の生理 機
能へ の作 川 に関す る基礎 実験 で も成 果 を挙
げてい ます。
生理 学 は,誰 に もな じみ深 い健康 な体 の働
きの メカニ ズム を研 究対 象 とす る も ともと
非常 に取 っつ きやす くて 面 白い学 問 です 、,
それ は、 実験 に一 見ず いぶ ん こみい った道
具立 て を必 要 とす る ようにな った現 在 で も
実 は全 く変わ りませ ん。 どうか 一度、私 た




、大別 して次の2つ の 方法で 「学 生による授業 評仙」が行われることにな りま した。
授業評価 従来の授業評価 と教官評価 を総合 的に合わせ た もので、主に授業担"i教 官 を評価 す る。評仙 結 果
は各授業担当教官 にフ ィー ドバ ック し、各教官が授業の中で 自己評価 を行 う,,
科 目評価:統 合科II、 実習、演習に対 して行 うもので、主 に授 業構成 を評価する,,
コーデ ィネー ター(授 業責任 者)に フ ィー ドバ ック し、担'1徽 官問の意見を取 りま とめて、 コーデ
ィネー ターが 自己評価 を行 う,,こ の 自己評価 と学生評価 をあわせて 「か ぐらおか1に 公表す るO
平成13年 度後期に行 った 「科Il評 価」の結果が初めて 「か ぐらおか 」第109号 に公表 され ました,,



























あなた白身の出席状況 について、お答 え くだ さい。
あなたは、授業の前後 に、授 業を理解す るための努力(予 習 ・復習等)を しましたか。
あなたは、授業中に、授業の内容 を理解 するよ うに努め ましたか、
科 日全体の履修 の 日的 は、あ らか じめ明確 にされましたか。
履 修主題 間で、内容の 重複は避 けられてい ましたか。
各履修 並題に割 り.,,iてられた授業時間数は適切で したか。
担 当教官は、履修主題に沿 って授業 を行 いま したか。
各履修主題の難易度は、ほぼ同 じ程度で したか,,
科 目全体 の内容 は、理解 しやすい もので したか。
科 日全体 の内容 は、今後 の学習意欲を増す もので したか。
科 目全体 の履修の 目的は、最終的に達成 され ましたか。
試験、提 川物(レ ポー ト等)の 量 と内容 は適 切で したか。
この科 口全体の講義 企画に対 してのあなたの総合評価 を示 して ください。
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科目名 生命科学1(医 学科第1学 年前期)
履修者数94配 布数:94回 収数93
*評 価結果(平 均)
膿 讐、阻纏 聖脚 劉 問
圏 轡 脳 問π鞘
*評 価 に対 す るコメ ン ト
回 工1)ζ率98.9%
劉翌i:紫嘘 闇 蟹糊
輪 科fTコ ーディネーター 上 口 勇 次郎
生 命 科 学1は 生 命 科 学H～Xlの 基 礎 と な る導 人 コー スで あ り、 同 時 に 、 高 校 生 物 を履 修 して こ な か っ た
学 生 に対 す る補 習 教 育 と い う性 格 もも っ て い る。 講義 企 画 の 総 合 評 価 で はa.zと い う比 較 的 良い 評 価 を受 け
た。 しか し、 各履 修 主 題へ の 時 間割 り当 て 、 難 易 度 な どは 評点4に 達 しなか ったn履 修 内 容 が 難 しす ぎ る と
い う指摘 を ・部 の 学 生 か ら受 け 、 そ の ・方 で 、 別 の学 生 か ら は高 校生 物 との 重 複 が 多 い とい わ れ た,,こ れ は 、
医 学 準備 教 育 の側 面 を強 調 した い とい う こ と と、 補習 教 育 を幅 広 く行い たい とい う両 面 を 欲張 っ た ため で あ
る と反 省 して い る、 結 果 と して 授 業 展 開 が 速 くな りす ぎ、学 生 が消 化 不 良 ぎみ と な った こ とは 否 め な い,,L
原 因 は 人 試理 科 の 白由 選 択 制 に あ る が 、 この 点 の即 解 決 は 難 しい。 現 在 、 生 物 学 の 補 習授 業 と生 命科 学1の
授 業 を分 離 ・独bkさ せ る こ とが 教 養 教 育 ・医 学準 備 教 育検 討委 員 会 で話 し合 わ れ て お り、近 々改 善案 が 川 さ
れ る 見通 しで あ る,,そ うな れ ば 、 ヒ述 の 矛盾 はか な り解 消 で きる と思 っ て い る。
L. 1
科闘名:生 命科学II(医 学科第1学 年前期)
履修者数94配 布数:93回 収数93 lrl四又率100%
*評 価結果(平 均)
閨1雛 溜 雛1癖 欝灘 壇評讐鍬翻
L巫干些坪運例
*評 価 に対 す るコメ ン ト
生命科'Yllコ ー デ ィネー ター 谷 本 光 穂
昨 年 度 は 、 「総 合 生 命科 学V」 に関 す る評 価 で あ っ た。 そ こで は 、 様 々 な改 善 点 につ いて 述 べ 、か な りの
点 が 新 ・新 カ リ移 行 に伴 い 改 善 され た と思 って い た 。 な ぜ な ら、 総 合 生 命科 学Vの コー デ ィx一 ター を して
い た筆 者 が 、 生 命 科 学llの 誕 生 に も関 わ った か らで あ るVし か る に 、 学 生 評 価 は、 問1一 問13ま で の 評 価
の 単純 平 均 は:3.34で あ るが 、特 に 問fi、8、9、10で は'ド均 点 を ド回 っ て い るnこ の特 徴 は、 授 業 内容 が
学 生 の レベ ル を超 えて い た とい うこ とに 集 約 され よ う。1学 年 で 展 開 され る生 命 科 学 シ リー ズは 、1,礎 教 育
科 口の 内 容 を柱 に して 専 門 教 育 科 口の 内 容 が 加 味 され て い る のが 特 徴 であ る、,学生 の レベ ル を超 え て い た と
い う こ とは 、 基 礎 教 育 の 内 容 に つ い て で は な い か と推 測 され る。 こ の授 業 につ い て 、 質 問 に きた 学生 は特 定
の学 生 の み で あ り、 ほ とん どの 学,Lは 質 問 に もこ な い。 指 定 した教 科 書 に は、 問 題 が 載 っ て お り、 また、 解
答 も載 って い るに も関 わ らず 、 学 生 の 要 望 は 、解 答 に 至 る プ ロ セ ス も載 って い る教 科書 を指 定 して ほ しい と
い う。 教 育 とは 何 か お もわず 考 え させ られ て しま う。 学 生 諸 君 も、 学 生 時 代 に 一 度 は学 問 に 対 して心dilを 注
ぐ努 力 を して は ど うだ ろ うか。 コ ーデ ィネー ター と して は、 行 雲流 水の 如 く学 生 の顔 色 に は惑 わ され ず 、1生
命科 学ll」 の 充 実 に 更 な る努 力 を注 い で い きた い とい う心 境 で あ る。
H
G


























問15 問is 問17 問18
」
*評 価 に対 す るコメン ト
生命科学 皿コーデ ィネー ター 山 内 一 也
生 命 科 学illの 授 業 内 容 は、 コ ン ピ ュ ー ター リテ ラ シー と統 計 学 の 初 歩 を学 ぶ こ と に あ るnク ラ スをA組 、
B組 の2ク ラ ス に分 け 、A組 が コ ンピ ュ ー ター リテ ラ シー を受 け て い る と きは 、B組 は統 計学 の授 業 を受 け
る とい う よ うに して 、 担 当 教 官 に は負 担 増 と な るが 、週2回 の授 業 を 展 開 した.「 あ な た 自身 につ いて 」 と
い う評価 の項 で は 、1.3、3.9、9.2と い う評 価 で あ るが 、 特 に山 席 状 況 の 評 価 が 高 いの は、 コ ンビ ュ ー ター リ
テ ラ シーで は毎 回 レポ ー トを提 山 しな けれ ば な らない こ と と、 統 計 学 の 授 業 で は 、 毎 回小 テ ス トを 行 い、 次
lnlに解 答 例 を付 け て 返却 す る とい う授 業形 態 に よ る もの で あ る と思 わ れ る 。 「科 目構 成 」 とい う評 価 の 項 で
は 、4.{1、4.1、3.9、9.2と い う評価 な ので 一 応 の 評 価 を 受 け た と考 え られ る。
1科 目 内容1と い う 評価 の項 で は 、3.5、3.5、3.5、3.8と い う評 価 なの で 、 授 業 のや り方 に も う少 し」二夫 を
凝 らす 必 要 が あ る よ うで あ る。 「試 験 内 容 」、 「総 合 評 価 」 で は3.9、3.9と い う評 価 な の で ・応 の評 価 を受 け
た と考 え られ る。
(
科 目名:社 会医学基礎1(医 学科第1学 年前 期)
履修 者数:94配 布数:94回 収 数:94





















*評 価 に対 す るコメ ン ト
社 会医学基礎1コ ーデ ィネー ター 近 藤 均
1単 位15コ マ の う ち、 学 長 ・副学 長 ・病 院 長 の3名 が 各1コ マ 、残 りを 筆 者 が担 当 し た。 コ ア カ リキ ュ
ラ ムの 「A.基 本事 項1の 中 の 「医 の 原則(1)」 に 対応 す る 講義 で あ る。 昨 年 度 まで の 新 カ リ 「総 合 生 命
科 学IX」(4単 位)の 歴 史 分 野(1単 位 分)を 独 立 させ 、 生 命倫 理 の概 論 的 要 素 も加 えた 。 旧 カ リの 「医学
概 論1の 要 素 も復活 させ た。 コ ンセ プ トが 明 確 な た め か 、学 生 の評 価 は概 し て 高か った 。 新 カ リか ら新 ・新
カ リに変 更 して 大成 功 した科 目の ひ とつ とい え よ う。 た だ し、担 当 した4名 の 教 官 の 意 思 疎 通 が 十 分 で な か
っ た こ とが 反 省 点 で あ る。 筆 者個 人の 反 省 点 と して は 、つ いつ い学 生 で は な く黒 板 の 方 を向 い て 講 義 して し
ま った こ と。 しか しこれ は シ ャ イ な性 格 の な せ る わ ざ。容 易 に は改 ま りそ う も な い。 後 期 に開 講 され る 「社
会 医学 基礎II」 お よ び2年 次 に 開 講 さ れ る 「同R(」 「同IV」 との 有 機 的 連 関 を ど う と るか が 、 こ れ か ら0)大
き な課 題 で あ ろ う。
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科 目名:総 合生命科学W(医 学科 第2学 年前期)
















8 問9 問10 問ll 問12
2.4
問13
2.89 2.4 2.9 z.s
*評 価 に対 す るコメ ン ト











科 目名:総 合生命科学W(医 学科 第2学 年前期)
























*評 価 に対 す るコメン ト
総合生命科朝 コーディネーター 坂 本 尚 志
昨年度 までは、「総合 生命科学 剛 お よび1生 理学」 を通 して、生理学 の内容 を展 開 したため 、学 レ編人学 生が講義
を受講で きない部分 があったので 、そ れを改蕾 した,生 物学 的内容 を発展 させ 、ヒ トの生理学的知識の 基礎 となる内容
をこの時期 に学ぶ こ とは、他の科nの 展 開 とうま く整 合性 が とれてい るように評価 されている と思 う。 また生理学 第一
講座に新た に高ル教授 が赴任 され たの で、総合生命科学Mで は、生理学的内容 のうち、特 に細胞膜 にお ける物 質輸送等
基本的 な生物学的 内容を主体 とした部分 を高 ル教授 に中心 として展開 してい ただいた。やや、内容が難 しい とい う反応
があ りましたが、 それについて は高 井教授 の コメン トを参照 いただ きた い。そ の分 「牛理 学」の講義 は臨床 医学に より
近い内容 を展開で きたこ とは良か った と思 っている。
以 ド、高 井教授 の コメ ン ト。赴任 して最初 の年 であ ったせ い もあ り、 「総合生命科学」 で何 を どの ように講義 した ら
よいか正直 なところ経験 不足な ところが あった。い ろい ろ考えたあ とで主 な内容 として選んだの は、通常 の生理学講義
では立 人って話 さない、 イオ ンチ ャネルやキ ャリアなどに関す る分r生 物学 方面の最 近の知見の紹 介であった。その結
果、 今回の ア ンケー トの 中に、私の講 義の内容が ち ょっと難 しか った、 とい う反応が あったの は うなづけ る。 ただ し、
この ような内容 を牛理学 講義の前 に予備知 識を期待せず にい きな り講義す ること自体 は、必ず しも不適 切ではな く、そ
れこそ講義のや りかた次第 とい うことなのだ と思 う。次 期か らの新 カ リキュラムでは、今年度の 「総合生命科学」 と 「生
理学」 とが 一体に なったよ うな講義形 態に なってゆ くようなので、仮 に今年度 と同 じ内容 を講義 に取 ヒげ たと して も、
難解な感 じはか な り軽減 で きる もの と考 える。
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⊂
科 目名:総 合生命科学皿(医 学科 第2学 年前期)
履 修者数:93配 布数:90回 収 数:901nl収 率100%



















吾.1 3.8 3.2 3.2 3.7 3.5
問M 問15 問16 問17 問18
*評 価 に対 す るコメ ン ト




全般 としては若干難解であったが、出席した学生の期待には応えられていたと評価か ら感 じました。




が講義で ・部分説明しており、Hつ 教科書にも触れ られてお り、基本的には解答15∫能と考え川題しました。
一. 」一
科 口名:総 合生 命科学IX(医 学科 第2学 年前期)
履 修者数:93配 布数:9311Il収 数:93回 収率100%
*評 価結 果(平 均)















*評 価 に対 す るコメ ン ト
総合生命科学朕 コーデ ィネー ター 近 藤 均
こ の 統n科 日 は、 一 般 教 育 の 心 理 学 ・社 会 学 ・歴 史学 の 専任 教 官 お よび 哲 学 の非 常 勤 講 師 が 各15コ マ、
計60コ マ4単 位 を担 当 して きた。 ね らい は メデ ィカ ル ・ヒ ュ ーマ ニ テ ィー ズ(敢 え て 訳 せ ば 「医 療 人 文科
学」)の 探 究 で あ る。 本 科 目 は3年 前の 開設 当 初か ら評判 が悪 か っ た。 学 生 の 大 半か ら出 て い た 批 判 は、 ①
1年 次 な らと もか く2年 次 前期 に も な って 人 文社 会 系 の必 修 科 口が 週4コ マ もあ る と、 基礎 医学 の学 習 を阻
害す るn('L)4分 野 の 講義 内容 が ぱ らぱ らで 「統 合」 科 目に な って い ない の に成 績 は 一 本 化 さ れ て い る。 ③ 選
択 科 目の 「社 会 学 」 「生 命 倫 理 」 「歴 史 学 」 な どを1年 次 に履 修 した学 生 は、 い わ ば 「屋 上屋 を架 す 」 よ う な
講義 内容 で あ る 。
評 価 が 低 い の は 予 想通 りで あ っ た。 本 年 度 か らの い わ ゆ る新 ・新 カ リで 、 この 科 目は 姿 を消 した。4分 野
に解 体 し半 分 以 ヒを1年 次 に 降 ろ した の で あ る 。 た とえ ば、 歴 史学 教 官 が コー デ ィネー トす る 「社 会 医学 基
礎1」1単 位 を1年 次前 期 に置 い た 。 大成 功 で あ っ た(「 社 会医 学 基 礎1」 の 項 を 参照)。
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科 目名:臨 床 基礎 医学1(医 学科 第3学 年 前期)
履 修者数 二lOO配 布数:100同 収数95
*評 価結 果(平 均)
1司刈又塗く95.0%
問1 問2 問3 問4 問5 間6 問7 問81 問9 問10 問11 問12 問13
3.9 3.2 3.8 3.4 3.2 3.2 3.5 3.3 3.4
{
3.5 3.5 3.2 3.4
1馳 隅u斗邸 町「珂
*評 価 に対 す るコメン ト
臨床 基礎 医学1コ ーデ ィネーター 石 川 睦 夫
総 合科 目なの で 、 各講 座 が担 当す る部 分 の統 ・が 問 題 とな るが 、 お お む ね 調整 が とれ て いた と評価 され る,、
しか し、 個 々の 部分 を見 る と講 師 の都 合 に よ り講 義 の 順 序 が 変 わ るこ とで 、学 牛 諸 君 が 系統 だ っ て理 解 す る
こ とが 困 難 な場 合 もあ る よ うで あ る。
我 々、 臨床 医学 教 官 の 立場 か らす る と 、学 生 諸 君 も実 習 に 来 る と よ く判 る と思 い ます が 、 臨床 現 場 の 状 況
も ご理解 を願 いた い 。
プ リ ン トの 有 無 、 形式 も色 々 と講 師 に よ って 異 な る こ とは 、統 合科 目の 特 徴 で あ り、 デ メ リ ッ トと考 え る
よ り逆 に メリ ッ トと捉 え るべ きで あ ろ う。
全体 と して は 、科 口構 成 、科 目内 容 は お お むね 適 切で あ っ た と思 わ れ る。rl由 意 見 の 中 で授 業 に 対 して 、
良 い評 価 を して い た だ い た もの が 見 られ 、 安心 した。
テ ス トの 段 取 りが 悪 く、30分 以 ヒ遅 れ て しま っ た こ とは 、 問 い の12に も関 連 す るが 、 大 き な反 省 点 と考
えて い る.
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科 目名:臨 床基礎医学H(医 学科 第3学 年前期)
履修 者数:lOO配 布数:99回 収数:94
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*評 価 に対 す るコメン ト
臨床基礎医学Hコ ーデ ィネー ター 岩 崎 寛








科 目名:臨 床基礎医学 皿(医 学科 第3学 年 前期)
履修 者数:100配 布 数:loo回 収数:96回 収 率96.0%







問7 問8 問9 問lo 問ll
一一
問12 問13
3.7 3,513.3 3.3 3.5 3.2 3.3 3.G 3.4 3.3 3.5
問M 問15 問16 問17 問18
*評 価 に対 す るコメン ト
臨床基礎 医学mコ ーデ ィネーター 高 後 裕
臨 床 基 礎 医学 皿 は、 代 謝 、消 化 器疾 患 に 関 して 必 要 な基 礎 的 事 項 、外 科 的 治療 に 関す る基 礎 的 事 項 お よ び
感 染 症 お よび 老年 医 学 に 必 要 な 基礎 的 事 項 を 学 ぶ こ と を 目的 と して い る。 これ に対 す る総 合評 点 は3.5と い
う こ とで 、 普通 で あ っ た。 学 生 白身 の1/己 評 価(出 席 状 況 、 授 業巾 の 理 解 努 力)は3.7か ら3.8で あ り、 お
お む ね 満 足 の い く もの で あ った 。 講義 内容 に対 す る評 価 は 、 お お む ね 、3.3か ら3.6で あ り、 内 容 、 難 易 度 な
どに 関 して は 平均 的 評 価 で あ っ た。 個 別 の 白 南意 見の 中 で は 、比 較 的統 合 科 目 ら し く、 資 料 内 容 も良 い との
意 見 が あ っ た反 面、 内 容 の 難 易 度 の統 ・が 若1'と れ て い な い とか 、 試験 が 難 しか った 等 が あ った,広 い分 野
の 統 合 の 難 しさ もあ るが 、 と りあ えず 、 履 修 要 綱 に コマ 数 の み で な く、や は り履 修 日 を明 記 して 、学 生 の 便
宜 をは か る と と も に、 よ り…層 シラ バ スの 内 容 を充 実 し、 実 際行 な わ れ て い る講 義 内 容 と整 合性 を とる努 力
が 必 要 で あ ろ う、,
[===一'』 J
科 目名:臨 床基礎医学N(医 学科 第3学 年前期)
履修 者数:lOO配 布数:99回 収数:99
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*評 価 に対 す るコメ ン ト
臨床基礎医学Nコ ーデ ィネー ター 原 渕 保 明
),L礎臨 床 医 学[Vに 対 す る総 合 評 価 は3.6で あ り普 通3～ 良 い4の 中 間 で あ っ た が 充 分 に 満 足 す る結 果 で は
なか っ た と考 え る 、,総合 評 価 よ り ド回 った もの は科 目構 成3.375、 科 口内 容3.425、 試験 内 容3.4で あ っ た。
学 生 白身 の評価 は3.83で あ る こ と よ り、学 生 「1身の 講義 にた い す る取 り組 み 姿勢 は評 価 で きる と考 えて い る、,
実 際 に講 義 に携 わ った 各講 師 の 学 牛 に 対す る評 価 も高 い もの で あ った 。 各 科 に わ た る 内容 を コー デ ィネー ト
す る こ とは時 間配 分 の 決 定 、 各科 に お け る 講義 内容 とそ の 関 連性 に つ い て の確 認、 しか も内 容 が 重複 し ない
よ う にす る こ と等 々非 常 に 困 難 を極 め る作 業 で あ るV今 回 の 評価 は そ の 困 難 さ が如 実 に現 れ た もの と考 えて
い る。 今 回 の 評価 を真 摯 に 受 け止 め 、 各科 の担 当教 官 間 で 充 分 に 密 に 協議 し来年 以 降の 講義 に レベ ル ア ップ
を図 りた い,,
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科 目名:臨 床基礎医学V(医 学科第3学 年前期)
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*評 価 に対 す るコメ ン ト









科 口名:臨 床基礎医学Vl(医 学科第3学 年前期)
履 修 者 数:lOO



















*評 価 に対 す るコメ ン ト
NH8fA7yI'u710H711fd]12C'u713
3.03.13.33.32.83.3
臨床基礎医脚 コーデ ィネー ター 千 葉 茂
臨 床 基 礎 医 学VIで は、 臨 床 医学 に お け る精 神 神 経 系 に 関連 す る 事項 に つ い て 学 ぶ た め に、 計30コ マ が 展
開 され た(精 神 医学(16)、 脳 神 経 外 科 学(6)、 放射 線 医学(5)、 耳 鼻咽喉 科 ・頭 頸 部外 科 学(2)、 お よ
び泌 尿 器 科 学(1)の5講 座)。 授 業 評 価 を細 か く見 る と、学 生 自身 に 対 す る 評 価 で は 出 席 状 況 は よ く、 講
義 を積 極 的 に理 解 し よ う とす る傾 向 は うか が え る。 科 目構 成 、 内容 に 関 して は 、平 均3.3と ほ ぽ 満 足 して い
る と思 わ れ る。 しか し、 問12の 評 価 が2.8と 低 か った 。 各 講 座 の コマ 数 に応 じた テ ス ト量 に な っ て い な い 、
講 義 内容 と テ ス ト内 容 の 不 ・致 が あ る 、 コマ 数 が 少 な い講 座 の勉 強 が しに くか った 、 な どの学 生 の 自 由記 載
が あ っ た 、今年 の 教 官 側 のT夫 と して 、 昨 年 よ り もテ ー マ ご とに学 習 す る時 期 を ま とめ たが 、 今 ひ とつ 「精
神 神経 系 」 と い う意 味 の ま と ま りが な い との 自由 記 載 もあ る ため 、 今 後 、 担 当 す る 講座 間 で議 論 を 重ね る べ
きで あ ろ う。
一14一
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科 目名:総 合臨床医学IV(医 学科 第4学 年前期)







問4 問5 問6 問7
3.4
問8 問9 問lo 問ll 問1
3.14.0 3.3 3.4 3.1 3.0 3.1 3.2 3.3 3.3
間14 問18間15 問16 問17
1
*評 価 に対 す る コメ ン ト
総合臨床医学Nコ ーデ ィネー ター 八 竹 直
総 合 臨床 医学IVは 本年 度4月 ～5月 に 、 「チ ュ ー トリア ルIIユ ニ ッ ト4(代 謝 ・内 分 泌 ・免 疫 ・腎 ・泌尿
器)に 関 連 し、 内科 学 、 小 児 科 学 、 泌 尿 器 科 学 の 各視 点 か ら、 系 統 的 に学 習 す る 」 とい う 目的 で 開 講 され
ま した 。統 合 カ リキ ュ ラ ム とい う点 で 見 る と、 必 ず しも ・連 の 流 れ に則 っ て い る と は 言 え ず 、 教 官 側 に も
何 らか の 戸 惑 い が あ っ た こ とは 否 定 で き ませ ん 。 学 生 諸 春 の授 業 評 価 の 結 果 を 見 ま して も(こ の 種 の 調 査
で は 「どち らと も言 え な い」 とい う結 果 が 最 も多 くな る の が 常 か も知 れ ませ ん が)、 ほ とん どの 問 い に 対す
る答 えが3;`.1台 で、1こ の カ リキ ュ ラム か 良 い の か 悪 い のか わか らな い」 とい う戸 惑 い が 感 じ られ ます 。 少
数 です が 「内 容 が リ ンク して い て わ か りや す か っ た 」 とい う コ メ ン トも届 い て お り、 ほ っ と し ま したU統
合 カ リキ ュ ラム が 充 実 した もの に な っ て 行 くに は 、 まだ ま だ時 間 が か か るの で し ょ うが 、 地 道 に 変 革 を継
続 して 行か な け れ ば な りませ ん,,他 に 目 に付 き ま した の は 「授 業 の ボ リ ュー ムが 大 きす ぎ る」 とい う意 見
が 多 く寄 せ られ て い る こ とで した。 この よ うな 意見 の 中 に は 、受 身 の 姿勢 を感 じざ るを得 な い もの も見 られ 、
れ 、 積 極 的 な 自学 自習 を望 む もの で す 。 しか し ・方 で 、 学 ぶ べ き内 容 が 多 す ぎて 現 在 の カ リキ ュ ラ ム で は
とて も消 化 し切 れ ない とい う事 実 も確 か に あ り、 非 常 に難 しい 問題 と思 われ ます 。





















*評 価 に対 す る コメ ン ト
総合臨床医学vコ ーデ ィネー ター 吉 田 晃 敏
総 合 臨床 医学Vは 、 第2内 科 、 整形 外 科 、 歯 科lI腔 外 科 、 耳 鼻 科 、皮 膚 科 、眼 科 の6科 が 、 そ れ ぞ れ2、
5、2、9、6、6コ マ を講 義 し、9月19日 に 試験 を実 施 した。 問 題 数 が 多 く、 学 生(12人)か らは こ の
点 を指 摘 す る声 が あ っ た。 問 題 数 は13問 で 、 学 生 の 評 価 は3.0～3.9で す べ て3点 台 で あ っ た。6科 が 講…義
を行 った この 科 目は、 学 生 に と って か な り負担 が 多 く、混 乱が あ った こ と は授 業担 当 者 と して は 反省 しな く
て は な ら ない と考 え る。 しか しなが ら、 この 科 口の平 均 点 は74.3点(100!,',i満 点)と 高 く、80点 以L(A)
が27名 い た こ と も付 記 して お きた い。 す な わ ち 、 多 くの 科 で 講 義 し、 問 題 数が 多 い 試験 を 行 って も、 学 生
は非 常 に 良 く理 解 ・解 答 して い た 。私 は こ の学 年の 学 生 に対 し、 これ らの 成績 の概 略 を 公表 し、 国家 試 験 で
は短 い 時 間 で もっ と も っ と多 くの 問 題 が 出 され る こ と を説 明 したn忘 れ か け て い た 大学 入 試 にお け る ス ピー



















*評 価 に対 する コメン ト
総合臨床医糊 コーディネーター 油 野 民 雄
総 合 臨床 医 学VIは 精 神 神経 系疾 患 の病 因、 病 態 、 診 断 、 治療 お よびr一後 な どを テー マ に、 第 ・内科 、 小 児
科 、精 神 科 、 脳 神 経 外 科 、放 射 線 科 の 各講 座 が 担 当 した 。 こ の コー ス を 開講 す る際 、 コー デ ィネー ター 自身
が 精 神神 経 疾 患 の 専 門 家 で は な い こ と、 ま た従 来 の 旧 カ リキ ュ ラム と比 較 して 各講 座担 当 の総 コマ 数 を変 え
な い との 前 提 で 各 コー スが 設 定 され た ため に、 この コー ス で は 直接 関係 の 無 い 放射 線 医学 関連 の 授 業 が 数 コ
マ組 み 人れ られ る こ とに な っ た(学 生 よ り、 この 点 に 関 して 改 薄 を求 め る声 が あ った)こ とが、 事 前の 問 題
点 と して 考 え られ た。 こ の よ う な閻 題 点 を有 して い た に も拘 わ らず 、 得 られ た 評 価 は い ず れ の項 目 と も3点
台で あ り、 そ の 結 果 に コ ー デ ィネ ー ター と して ほ っ と して い る次 第で あ る。 さ らに 従 来 は一 貫 した講 義 の た
め に、 責 任 を持 っ て 白分 自身 の 専 門科Uが 実 施 で きたnし か し統 合科 目へ の 移 行 に 伴 い 、我 々の よ う な学 際
的 な 科 目を担 当 して き た講 座 で は、 こ ま 切れ に 完 全 に 各 コー ス に分 割 され て し まっ た。 その 結 果、 従 来教 え
て きた 放射 線 医学 の 精 神(心)と い っ た よ うな 何 か 大事 な こ とが 抜 け て し ま った の で は な い か と、 そ の 点 を
大い に杞 憂 して い る。 以r.、 この よ う な問 題 点 を抱 え た まま コー ス を開 講 した コー デ ィ ネー ター と して 学 生
に深 くお 詫 び し、 で き るだ け 改 善 で きる よ う努 力 して い きた い 。
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科 日名:人 問科学T(看 護学科 第1学 年前期)







*評 価 に対 す るコメ ン ト
人 問科 学1コ ー デ ィネー ター 林 要喜知
学 生 の 取 り組 み や 学 生 の講 義 評価 は 、 どち ら も、 ほ ぼ3.8前 後 の ス コ ア ー で あ り、 学 牛 教 官 両者 の働 きか
け に お い て 、比 較 的 バ ラ ンス の と れ た科 目 とみ な され る 。 しか しな が ら、 これ らの ス コ アー を4点 台 に 高め
る ほ どに教 育 の 充実 を 図 る た め に は、 よ り ・層 の 授 業の 改 善 ・工 夫が 求 め られ る。 例 え ば 、1)大 講義 室 に
お け る効 果 的教 育 の ため の授 業形 態 の 工 夫 、2)教 科 内 容項 目の 見 直 しや そ れ らの 時 間 配分 の 再検 討 、 お よ
び 、3)オ ム ニ バ ス方 式 に よ る教 官 間の 不 統 一・性 解 消 、 な どの点 を考 慮 に いれ 、 学 生 の 理解 や学 ぶ 意欲 を さ
らに 高 め る べ きで あ ろ う、,次年 度 ま で に 、 各 教 官 問 で の 連 絡 を密 に して 対 策 を講 ず る必 要性 が あ る。 た だ、
個 々 の 学 生 コ メ ン トを ま とめ てみ る と、1)看 護 職 を 日指す 将 来 へ の 動 機 づ け にな っ て い る 、2)高 校 教 育
か ら大学 教 育 へ の導 人科Uと して 適 して い る、 さ らに は 、3)教 養教 育 と して の 個 の 確立 に有 益 で あ る、 等
と看護 学 科1年 生 に対 す る教 育 と して 妥 当 な 評価 を受 けて い る。
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科 目名:人 間科学 皿(看 護学科 第1学 年前期)
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*評 価 に対 す るコメン ト
燗 科学mコ ーデ ィネー ター 谷 本 光 穂
人間 科 学Wの 企 画 と して は、 物 理 学 分 野 と化学 分 野 を包 括 した 内 容 で 、 其 々の 教 官 が独rlの 時 間帯 で 講義
を行 って い る。 問1～ 問13ま で の 評価 の 単純 平 均 は3.48で あ り、概 ね 企1由iとして は 学 生 に は、 合格 点 を く
れ て い る よ うで あ る。 この よ う な形 式 の 総 合 科 目 の展 開 に 対 して あ ま り違 利 感 は 持 っ て い な い よ うで あ る 、,
そ れ に して も 、学 生 の 顔 色 を伺 い な が ら授 業展 開す る と は時 代 も変 わ った もの だ とつ くづ く思 う。 教 師が 熱
心 に教 育 の こ と を 考え 実 行 し よ う とす れ ばす る程 に、 学 生 の 評 判 が 悪 くな る の は 、 搾か ら言 われ て き た こ と
で あ る。 そ れ が 真 実 だ とす る と、 評価 の 単純.li均 値 も小 さな 数値 の ノ∫が 良 い こ とに な る(講 義 を い い加 減 な
もの と して扱 う結 果 、 評価 が 悪 くな る の は 論 外 と して)。 な に も、 数 値 をLげ る こ とに熱 心 に な る必 要 は な
い。 この 評 価 制 度 は 、 そ の時 期 にお け る学 生 の 考 え 方 を 知 る の に格 好 な もので あ る。 最 後 に、 自由 記 載 の欄
に3名 の学 生 が 記 人 して い る の を 、 こ こ に掲 示 して コ メ ン トを終 わ りにす る。 「高 校 で 物 理 を選 択 しな か っ
た の で 、 か な り不 安 で した が 、解 りやす い授 業 内 容 で した 。」、 「ち ょっ と計 算 をす る と き、 早 くてつ い て い
け な い こ とが あ り ま した。 け ど、授 業 は 身近 な こ とで 理解 しや す か った と思 い ます 。」、 「黒 板 に書 か れ た 図
な どが キ レ イだ っ た ので 、 ノー トがす ご く取 りや す か ったn」
[二_、
(
科H名:対 人関係論ll(看 護学科第2学 年前期)

















3.9 3.7 3.5 3.5 3.6
問18問14問15 問16
L
*評 価 に対 す る コメン ト





か し 「対人関係論」rl体 、ひとつの体系だったものではなく、パーソナリテ ィー理論、コミュニケーション
論、カウンセリング理論等幅広い要素が含まれているため、履修目的を果たすよう講義内容を組み立てるの




















































演習 用の配付資料を読 むkrも 含め、演習 前の予習は ト分で したか。
演習 に積極的に参加 したと思い ますか、,
演 習への取 り組 みは学習 日標へ の到達 を目指 す態度 と して適切なもので したか。
履 修要項 に記載 されて いる履修の 目的 は達成 されま したか。
事 前に演習 目標 と概要の説明がなされてい ましたか。
演習 はスケジュールに沿 ってr一定 どお り行われ てい ましたか,,
学生数に対 し、指導教官数は適 切で したか。
演習 を展 開す る ヒで適 切な能力 を備 えた人材が配置 されていま したかU
指導教官 問の連携 は機能 していましたか、,
演習内容 はこれ までの講義 内容 と関連づ けて理解 しやす いもので したか。
事 前に配布された資料は、実技 を行 うhで 役 、乞つ内容で したか,,
演習に よって課題の要点 を理解 し、基礎 的な技術を習得で きましたか。
演習内容 の難易度は適切で したか。
演 習によって臨地看 護学実習に川る意欲がわ きましたか。
演 習用の設備、機材 、用具等は必要1分 な性 能 と量 で したか。
演習 中の安全に対す る適 切な指導 と配慮が なされていましたか、
学生の人権に対す る配慮が なされていま したか。
この演習は価値 のある内容 と思 われま したかO
科If名:成 人看護学u(看 護学科第3学 年前期)
履修ナテ数:56丙 己布 数:52且111募 又数:52
*評 価結 果(平 均)
1場駅糊劃 齋関 璽縄 翻
階贋 　難 懸8!
*評 価 に対 す るコメン ト
回11又率loo%
鶴 躍 馴1甥























































実習用の配付資料を読 む等 も含め、実習前のr一習は十分で したか。
実習に積極的に参加 したと思い ますか。
実習への取 り組 みは学習 目標へ到達す るための態度 として適切な もので したか,,
履修 要項 に記載 されて いる履修 の 目的 は達成 され ましたか、,
事前に実習 目標 の説明が なされていま したか。
実習 はスケジュールに沿 って予定 どお り行われていましたか。
学生数に対 し、指導教官数は適切で したか。
実習 を展開する上で適 切な能力を備 えた人材が配置 されてい ましたか。
指導教官間の連携(実 習iの 支援等)は 機能 してい ましたか。
実習全体の内容は関連す る講義科Ilの 内容 と対応が とれてい ましたか。
実習 内容の難易度は適切で したか。
準備 された説明書 ・実習書は実習内容 を把握す るの に役立ち ましたか。
今後 の学習へ の興味 を増す内容 で したか。
実習用の設備 、機材、用 具等 は必要十分な性能 と量で したか。
実習 中の安全に対す る適切 な指導 と配慮がなされてい ましたか。
学生 の人権に対す る配慮 がな されてい ましたか。
各項 目は実習 として行 う価値 のあ る内容 と思 われ ましたか。
(
科fl名:生 命科学実習1(医 学 科第1学 年前期)































*評 価 に対 す るコメ ン ト
生 命 科 学 実 習1コ ー デ ィ ネー ター 上 ロ 勇次郎
生命科学実習1は 、生物対象を正確に把握する、観察 したものを的確に表現する、顕微鏡その他の実験器
具の取扱いに慣れるなどを目標とした"実 習人門コース"で ある。学生の自己評価(間19)で は、予習
がi分 だったかの点で少 し反省があるものの(評 点3.5)、 実習への取 り組みにはほぼ満足 していた.ま た、
実習計画、実習内容、実習環境など教官側の実習企画(問5～17)に 対する学生の評価 も比較的高かった
ので(評 点4.0～4.5)、 今後 も基本的には現行の実習形態を続ける 丁定である。 もちろん、学生の勉学意欲










閣 璽 「鮒 衡 問18









3.73.f 3.8 3.i3 3.9 3.31 3.3 3.7
*評 価 に対 す るコメ ン ト
総合生 命科学実習vコ ーデ ィネー ター 坂 本 尚 志
一 一
総 合生命 科学Vllの講義 の 前に実 習が お こな われて い る ことに学 生か らの ネガテ ィブ な評価 が集 中 してい た。 「医
学 部 に入 ったの に医学 らしい 講義や 実習 が少 ない1と い う旧 カ リの 学生 か らの 評価 に応 えて カ リキ ュ ラム改 革を行
い、で きるだけ ㌧吃い時期 に医学 に 関連す る内容 の実 習 を展 開 したつ も りであ った。 白らを被験 者 と して生理 機能検
査 を行 い、そ の結 果=がどうして川て くるの か、 白 らそ れを課 題 と して学 習 し、並行 する総 合生命科 学の講義 のll1で、
解 決 してゆ くように展 開 した。人学 直後 に導 人 されたチ ュー トリアル教 育で培 わ れた はず の11学 自習 、問題 発見 お
よび解 決 とい う学 習態 度が酒 養 されて いれば 、内容 的 には さほ ど難 解 な もの では なか った と思 われ る。 しか し、 結
果 と して ネガテ ィブ な評価が 多か った こ とお よび、以 ドの 高lh教 授 の コ メ ン トも考慮 し、 今後は実習 の麗 開時期 を
臨床 に近い時 期 にす る こ とを考慮 したい。
以 ド、高1t教 授 の コ メン ト。 講義 の前 に実習 がお こなわれ てい る現 状 に対 す る学 生諸 君の と まどい には同情す る。
当初、 未習 事項 を実習 で取上 げ るこ とにつ いて は、実習 中 のデ ィスカ ッシ ョン、 レポ ー ト添 削な どに よ り ト分 カバ
ー川)kる の では ないか と考えてい た、 しか し、実 習後の 試験 の結 果 を見る と、重 要な 基本項 目で 多 くの学 生が一・様
に理解 して いなか った り誤解 して い た りす る ところが い くつ かあ り気 にな った。 やは り、実 習は ・通 り講義 がす ん
でか らおこ な うのが 、教 え る側 か らも教 わる側 か ら も自然 で、効 果的 に な りやす いので は ないか と強 く感 じた。
1
(
科 口名:総 合生 命科学実習W(医 学科 第2学 年前期)
履塵参者隔数:93配 イi∫数:90回 期又数:901ロ 川又率100%























*評 価 に対 す るコメ ン ト
総合生命科学実習VIコ ーデ ィネー ター 伊 藤 喜 久
免疫反応の基礎か ら臨床医学への展開を扱った本実習 実験に対する、学生の評価は概ね好評であったと










科 目名:総 合生命科学実習Vlf(医 学科第2学 年前期)
履修者数:93配 布数:931"1収 数:93回 収 率100%
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*評 価 に対 す るコメ ン ト
AIIL
.f






理等の現場 見学を行った。各実習は独立した分野で、相 互関連は当初より意図していないC,学 生の評価はお
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(
科1」名:基 礎 医学実習1(医 学科第3学 年前期)
履修者数:100配 布数:87回 収 数:85




























*評 価 に対 す るコメ ン ト
基礎医学実習1コ ーデ ィネー ター 加 藤 剛 志
本実習は、化学 と生化学分野を統合し、第1週 で生化学実験のための基礎となる化学実験 とバイオインフ
オーマテ ィクス入門、第2-:i週 で生化学実験を行っている。3週 間集巾的に行うので学生諸れにとっても
かなりたいへんであろうかと思われたが、結果は問11を 除いて3.0以 上 と概ね良い評価が得られた1、問14
で指摘された実験器具の不足についても徐々に改善してゆきたい。白由1氾載欄にも記載されていたが、実習




は今年で2年Nで あ り、今後、実習内容や実習書をさらにアップデー トしてゆく予定である。
Z1
幽幽■ ■■ ■■圏 幽■■鳳■一■脚 一障廟__,.
科 口名:基 礎 医学実 習 皿(医 学科 第3学 年前期)
履修 者数:100配 布 数:86回 収数:84













*評 価 に対 す る コメン ト
基礎 医学 実習uコ ーデ 杯 一 ター 小JII勝 洋
基礎医学wjIIは 、疾患の基礎となるメカニズムを基にして、形態的変化 と機能障害 との関連性をもたせ
ながら病態を総合的、論理的に理解することを日的に行っている。今回の評価では、学生自身に対する白己
評価が3点 であ り,そ れ以外の評価では3.4以Lの 評価だった.実 習の参考資料についてはおおむね良好な
評価であり、問7(学 生数に対し、指導教官数は適切でしたか)が 最低点であり、また学生個々の白山記載








科 目名:基 礎医学実習m(医 学科第3学 年前期)










*評 価 に対 す るコメ ン ト
聞F　別
















科ll名:基 礎 医学実習IV(医 学科 第3学 年前期)






































*評 価 に対 す るコメ ン ト
基礎医学実習wコ ーデ ィネー ター 牛 首 文 隆
基 礎 医 学 実 習IVの 目標 は、 動 物 や 標 本 に投 与 した薬 物 の作 川 を観 察 し、 そ の 結 果か ら 妥 当 な結 論 を考 察 す
る こ と に よ り、 薬理 学 に 対す る理 解 を 深 め る こ とで あ る。 今 回 の評 価 で は、 各 項 口 に わた り概 ね 満 足 で き る
評 点 を い た だ い た と 考え て い るUし か し、 問14に 関 して 「機 材 や 用 具 等 は必 要1'分 な景 とは思 え な い 」 と
の 意見 が 若1=寄 せ られ た。 この 点 につ い て は 、我 々 も同 感 で あ り、 学/1:・ 人 ・入が よ り積 極 的 に実 験 で きる
よ う今 後 は 機材 ・川 具等 の充 実 を図 って い きた い 、 本 実習 の 最終11に は 、得 られ た 実 験 成 績 を、 学 生 自 ら発
表 し質 疑 応 答 す る場 を設 けて い る。 これ は 好 評 を 得 て お り、実 験 デ ー タの まとめ 方や 日 頭 発 表 の 仕 方等 を教




平成11年 度解剖体慰霊式が9月25日(水)'r後1時30分 か ら本 学体 育館 において執 り行 わ
れました。
本年度の ご遺体 は、系統解剖25名 、病理解剖39名 、法医解剖117名 の計181名 で、慰霊式 に
おいては、諸霊の御霊 に対 しご冥
福をお祈 りするため黙 とうが行われ、
引 き続 き、久保学長及 び学 生代表
(医 学 科3年 西 岡成知)か ら追悼
の辞が述べ られ ました。 その後、
ご遺族 とご来賓の方 々、教職 員及
び学生代 表か ら献花が捧 げ られ 、
亡 くな られた 方々の こ威徳 を偲 び




































國■■ ■■ 圏 ■繭 口 ■■ ■ ■ ■■■■■一 ■幽脚閣開 一 燗'…
北見工業大学外国人留学生との意見交換会
9月26日(木)に 北見 工業 大学 か ら外 国
人留学 生 の ノ∫々が、 見学旅 行 のため 本学 を
訪問され ました。
見学 旅 行で他 大学 を訪 れ るのは、 今年 で
2年 目との ことで、中国、韓国、マ レイシア、
バ ングラデ シュ、 モ ロ ッコ、 エ ジプ トか ら
の外 国 人留 学生 とll本 人のチ ュー ター、 引
率の先生 と事務職員、合わせて約40名 の 方々
で した。
到 着す る と専門 で あ るL学 の 、乞場 か ら、
まず遠 隔医療 セ ンター を熱心 に 見学 され ま
した。'L時 間近 くの 見学 の後 、屋外 の リハ
ビリテー ション施設の見学 とともに、長距離、
長時 間の 移動 の疲 れ を癒 して
いただきました、,
その後第5セ ミナー室 に移 り、
本学 第 ・内科 菊池 教授 の 歓迎
挨拶 、北 見L業 大学 の研 究紹
介 ビデ オを鑑 賞 の後 、北 見 工
業 大学 の 中 国 人留 学 生、
暁 水(ワ ン シ ョウ ス イ)ざ
ん の 司会 に よ り、 本学 の外 国
人留 学 生 との意 見交 換 会が 行
われ ました。
外 国人 として、 日本 に 来て
驚 い た こ と、困 った こ と等 に始 ま り、お 圧
いの授 業や研 究等 につ いて、 熱心 に意 見 を
交換 してい ま した。
意見 交換 会の 後は場所 を移 して、交流 会
が行 われ ました。 母国 で友 人で あ り、何 年
も会えず にいた けれ ども今 回の行事 で 出会
えた とい う感動 的 な場 面 までが あ り、盛 り
ト.がるとともに、大変有意義な交流会で したU
本学 を会場 に選ん で くだ さった北 見⊥ 業
大学 の 関係 者の 方 々 と、参加 された皆 さん











10月1H(火)10時 半 か ら第 ・会議室 に
おいて、平成14年 度 医学科 第2年 次後期編
人学式が行われ ました。
編入学 者は右記の5名 です。
病院 ロビーにて子供 コンサ ー ト
ll月9日(董)の 午 後3時 か ら病院 ロ ビ
ー にて、室 内合奏 団 と合唱部 に よる7一供 コ
ンサー トが行われ ました。
ア ンパ ンマ ン ・マ ーチ が 生で響 き渡 り、
コンサー トが始 まりました。
バ イオ リ ン、 ビオ ラ、 チ ェロ、 コ ン トラ
バ スとい った楽器 の説明 や、 その楽器 単独
の演奏 、弓 を使 うのが 普通 です が、指 で 直
接弦をはじくピチカー ト演奏の披露をはさみ、
童謡の コー ラスでフ ィナー レとな りま した。
小 さな 了供 た ちだ と、 は しゃ ぎ回 って し
まうか な と思 い ま したが、静 か にお行儀 よ
く座 ってい ま した。 人数 は、大 人の 方が少
し多い くらいで した。

















大 人の方 は 自分 の子 供や孫 が、 この ような
















10月4日(金)に 韓 国か ら外国 人留 学生 、張
成宰(チ ャン ソ ンチ ェ)さ んが来 「1され ま
した。大学院医学系研究科の研究生です、,
今 まで色 々な国か ら多 くの留学 生 を受 け人 れ
て きましたが、韓国か らは張 さんが初めてです、,
これで本学の外国人留学生は14名 になりました。
同 じ大学 の中 で学 ぶ仲 間 と して 、会 った ときに





































松 野 丈 夫
一
'▼f
ast"の 時 代 か ら"slow"の 時 代 へ
マ ク ドナ ル ドのハ ンバ ー ガーや コ ンビニ弁 当は
好 きですか?私 は大好 きです,,し か し最 近の 食の
世界では20世 紀後'トのこれらに代表 される"拍st丘x)d"
の時代 か ら"s且owfood"の 時代へ 変わ って きてい
ます。 やは り多少時 間をか けて も内容 のあ る食生
活 を楽 しむ風潮 が出 て きたの で し ょうか。音楽 界
で も同様 の現 象が起 こって いる ようです。先 日飛
行機内で 聞いた スカイオーデ ィオに"slowmusic
Styleと い うチ ャ ン ネル が あ り ま した。Aosis
Recordsの テーマ とな って い るこの.Y.b楽の ス タ イ
ルは、最近 の我 が 国にお ける癒 しの音楽 とも共通
す るよ うで、 音楽 界で も若者 を中心 と したテ ンポ
の速 いロックあ るいはラ ップ系の所謂"fastmusic"
26
か ら離れて密か に"sloWmusic"が 流行 ってい る
ようです。
20世 紀は、 「早ければ良い」、「便利であれば よい」
な どに代表 され るよ うに、時代 の流れが速 く短ll寺
間で結果 を出す こ とを 重視 した時代で した,,し か
し2〔ｺ1ｺ:紀後半は、その弊害が 目立 ち結呆が 出ては
いる もの の、それ は内容の うすい形 だけの結 果で
あ り、全体 を広 い 目で 見1自:すと余裕 のない疲 れる
時代 になっている ことに我 々は気づ き出 しました。
今 まで 日本の社会が行って きたL層 部か らの意見 ・
方針 を ドに流 し、全 体が ・致団結 して これ を行っ
て い くや り方は、確 か に スムー ズ且つ 楽で あ り、
しか も結果が 出るのがIFい ため ・見効率的 に思わ
れ ます。 しか しこれか らの21世 紀 は、多少効率 は
悪 くて も例 え時 間 はか か って も、 各自が 自一セ的 に
考 える時代です 。従来 型の上か ら下へ の流 れで は
な く、決 して結 果を焦 ることな く(fastで はな く)
じっ くりと時間をか けて(slowに)"や る気が下か
ら上へLが ってい く"よ うな社 会作 り(あ るい は
大学作 り、教 室作 り)が 重 要だ と思 います。 これ
か らはfastで はな くslowで 行 きまし ょう。slowが
結 果的 には一番fastな のですか ら、,
